
SOLIDWORKS® 2027の新機能 — ELECTRICAL
結線図でのネイティブ ワイヤの作成 メリット

必要なページ数とデータ入
力エラーを削減すると同時
に、配線設計をスピードアッ
プできます。

•	 回路図ビューに切り替えることなく、完全なハーネス接続
を結線図で直接定義します。

•	 ケーブルとワイヤが混在するプロジェクトを1つのインタ
ーフェイスで管理できます。
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SOLIDWORKS Electrical用LANコラボレーション サ
ーバー

メリット
すべてのユーザーをローカ
ル ネットワーク全体でリアル
タイムに同期します。 
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•	 LANホスト型のSQLサーバーにプロジェクト データ、ライ
ブラリ、および設定を一元化することで、リアルタイムの
コラボレーションを実現します。

•	 SOLIDWORKS Electricalとともに実行される軽量サーバ
ー アプリで変更を監視します。

•	 オプションでクライアント/サーバー モードに切り替える
ことができます。データを共有し、3DEXPERIENCE®プラッ
トフォーム機能を使用できるようになります。

縦または横並びの端子台図面 メリット
ドキュメントのページ数を減
らし、端子台図面を読みやす
くすることができます。

•	 複数の端子台を1ページに横方向または縦方向に並べ
て配置できます。

ダイナミック コネクタの挿入とインプレース編集 メリット
手戻りを減らし、設計の繰り
返しサイクルを短縮できま
す。

•	 コネクタの記号を1つのワークフローに統合し、編集でき
るようにします。

•	 ダイナミック コネクタ（Dynamic Connector）コマンドを
使用して、1ステップで初期配置および配置後の更新を
処理できます。

構成部品マークの優先付けと相互参照の順序管理 メリット
複数シンボルや相互参照を
含む設計でのあいまいさを
解消できます。

•	 構成部品マークを割り当てるときに、相互参照関係にす
るか、シンボルタイプの階層にするかを選択できます。

•	 指定されたマスター シンボルに基づき、すべての図面タ
イプにおけるマークの一貫性が維持されます。 



2次元回路図と3次元アセンブリとの間の相違の解析 メリット
手作業による相互参照と調
整の手間を減らすことができ
ます。

•	 解析（Analyze）コマンドを使用して、回路図と3次元アセ
ンブリとの間で位置、メーカー部品、ワイヤ、ケーブル、お
よびハーネスを比較できます。

•	 単一のワークフローで相違点の同期、ルーティング、更新
を行うことができます。

10

9 2次元回路図と3次元構成部品間の双方向ナビゲーシ
ョン 

Electrical Content Portalのメーカー データが充実

メリット
回路図の意図と、物理的なア
センブリのレイアウトとの間
の関係をすぐに確認できま
す。

メリット
手戻りなしで、メーカー部品
をSOLIDWORKS Electrical 
3Dに反映できます。

•	 SOLIDWORKS Electricalの2次元シンボルから、それに対
応する3次元構成部品に直接ナビゲートしたり、その逆方
向にナビゲートしたりできます。

•	 TE接続部品を71,000個以上、ODU部品を12,000個以
上、および製造元により検証されたSOCOMECデータ
に、Electrical Content Portalで直接アクセスできます。

•	 各部品の包括的な電気的特性、シンボル、マルチフェー
ス2次元フットプリント、およびネイティブ3次元モデルを
取得できます。

6

7

8

電気システム設計の生産性の向上

空のデータの伝播をスキップ

メリット
クリック回数と制限を減らし
て、プロジェクトのワークフロ
ーを高速化します。

メリット
手作業によるクリーンアップ
を排除し、大規模なプロジェ
クトで不慮のデータ損失が
発生する事態を防止します。

•	 新しい分割ボタン オプションを使用して、異なるワイヤ 
スタイル間に渡り配線矢印を挿入できます。

•	 単線図における正しい構成部品マークと渡り配線の数式
を取得します。

•	 選択ダイアログを再度開かずに、複数のメーカー部品回
路記号をまとめて挿入することができます。

•	 プロジェクトの複製時に、ブックと図面のリビジョンを保
持したままにするのか、またはリセットするのかを選択で
きます。

•	 新しい空をスキップ（Skip Empty）オプションにより、自動
伝播時に有効な終点データが失われないよう保護します。

•	 未割り当てのワイヤ アドレスなどの空白のソース値をす
べてスキップし、既存の宛先データをそのまま残します。

ダッソー・システムズは、人々の進歩を促す役割を担います。1981年以来、バーチャル世界を開拓し続け、消費者、患者、そして市民のより
良い生活を実現しています。 
ダッソー・システムズの3DEXPERIENCEプラットフォームを活用することで、あらゆる規模、業種の37万社のお客様が、共同作業、想像、そして価値ある影響を及ぼす持続可能な技術革新
を可能にしています。

詳細については、www.3ds.com（英語）、www.3ds.com/ja（日本語）をご参照ください。
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